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和
泉
式
部
日
記
応
永
本
の
特
質

ま

じ

め

1

㎜

W

『
和
泉
式
部
日
記
』
の
伝
木

と
し
て
は
、
日

三
条
西
実

隆
筆

木
、
0

寛
元
四
年

奥
書
系
統
本

、
目

応

永
廿
一

年

奥
書
系
統

木
、

㈱
扶
桑
拾
葉
集
所

収
本
系
統
本

の
四
系
統

が
知
ら
れ
て
い

る
。
こ

の
う
ち
、

㈱
に
つ
い
て
は
応
永
本

を
基

と
し

、
寛
元
本

を
取
り
入

れ
た
合
成
本
で

あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
他

の
三
系
統

（
日

を
三
条
西
家
本

、
0

を
寛
元
本
、
目

を
応
永
本

と
略
称
す

る
）

に
お
け
る
相
互
関
係

に
つ
い
て
は
、
既

に
多
く

の
研
究

が

発
表

さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
未
だ
明
確
な
解
答

を
得
て

は
お
ら
ず
、
複

雑
な
点

が
多
く
存
在
し

て
い

る
。

本
稿

は
、
三
系
統
間

の
相
互
関
係
研
究
に
一
石

を
投
じ
得

れ

ば
と
願

い
、
今

ま
で
三
番
手

と
考
え

ら
れ
て
き
た
応
永
本

の
善

片
　
　

岡

美
　
　

幸

さ
を
認
め
る
立
場
か
ら
、
応
永
本
の
特
質
を
考
察
し
た
結
果
の

報
告
で
あ
る
。

ま
ず
、
応

永
本

（
宮
内
庁
1　
陵
部
蔵
桂

宮
旧

蔵
本
）

を
主
底

本

と
し
、
三
条
西
家
本

と
寛
元
本
（
飛
鳥
井

雅
章
筆
本
）

を
校

合
本

と
し

た
校
本

を
作
成

し
た
。
そ
の

際
、
応
永
本

に
つ
い

て

は
京
大
本

も
参
考
と
し
た
。
紙
幅
の
関
係

で
校
本

の
掲
載
は
控

え
、
以
下
に
校
本
に
よ
り
三
系
統
本
の
比
較
検
討
を
し
た
結
果

得
ら
れ
た
、
応
永
本
の
特
徴
を
述
べ
る
。

-

応
永
本
の
一
般
的
特
徴

本
章
で
は
、
校
本
か
ら
得
ら
れ
た
応
永
本
の
、
諸
氏
が
既
に

指
摘
し
て
お
ら
れ
る
特
徴
そ
の
他
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
な

が
ら
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
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（
1
）
応

永
本

は
、
三

条
西

家
本

・
寛
元
本

よ
り
「
入

れ
句
」

（
補
足
と
み
ら
れ
る
語
句
）

が
多
い
。

例
え

ば
、
四
一
頁
［

○
行
目

jj

暮
・
に
お
も
ひ
も
か
け
ぬ
に
ゝ
は
か
に
　
　
　
　
　
応ぐI

右
の
よ
う
な
「

入
れ
句
」

が
応
永
本

に
は
非
常

に
多
く
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
三
条
西
家
本
と
寛
元
本
の
「

入
れ
句
」
の
箇
所

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
例
に
挙
げ
た
よ
う
な
応
永
本
の
み

の

「
入

れ
旬
」

が
五

十
五

箇
所
も
あ
る
。

伊
藤
博
氏

は
、
「
応
永
本

は
三
系
統

の
中

で
、
『
入

れ
句
』

が
も
っ
と
も
多
い
。
い
わ

ゆ
る
『
注
釈
的
』
役
割

を
は
た
す
語

句

が
2
9　い

と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
注
釈
的
役
割
を

ぱ
た
す
『
入

れ
句
』
の
い
く
つ
か
は
、
後
の
加
筆
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ

よ
う

。」
と
述
べ
て

お
ら
れ
、
ま
た
「
入

れ
句
の
場
合
、
応
永
本

の
方

が
量
的

に
も
多

く
、
そ
の
入

れ
旬
に
よ
っ
て
、
動
作

主
の

行
為

が
よ
り
具
体
的

に
な
る
こ

と
が
多
い

。
た
だ
、
こ

れ
ら
の

加
除
・
変
更

が
書
写
者
（
読
者
）

の
い

か
な
る
意
識

に
よ

っ
て

な
さ
れ
た
も
の
か

不
明
で

あ
る

。
」

と
も
述
べ
て

お
ら
れ
る

。

（
2

）
簡
略
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
箇
所
か
お
る
。

「
入

れ
旬
」

と
は
逆
に
、
応
永
本

の
方

が
他
本

よ
り

簡
略
な

記
述

と
な

っ
て
い
る
箇
所
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
二
六
頁
一
行
目

、
二
七
頁

一
行
目

、

す

へ

●
　

゛
●

く

も

あ

て
く

よ
か
・
・
ら
ぬ
こ
と
は

●
　

●

く

も

あ

う

な

と

は
あ

い

と
く

ち

お

し

か
・
　
●
　●
　●
ら

ぬ

物

・

に

う
　
　

は

あ
　
　

も

の

(寛)(応)(三)( 寛)(応)(三)

な

ど
で
あ
る
。

ま
ず
、

右
側
二
六
頁
の

例
で
は
、

応
永
本
の

「

よ
か
ら
」
十「

ぬ
」
に
対
し
て
、
他
二
本
は
「

よ
く
」

十「

も
」

十
「
あ
ら
」

十
「

ぬ
」

の
形

を
と
っ
て
い
る
。
「
も
」
　「

あ
ら
」

が
応
永
本

に
ぱ
な
い
が
、
文
意
不

通
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、

同

じ
く
打

ち
消
し
の
文
章

で
、
文
章

の
調
子

が
強
い

か
普
通

か

と
い
う
だ
け
の
差

で
あ
る
。
二
七
頁

の
例
で
は
、
応
永
本
の
方

に
「

な
ど
」
　「

は
」
　「
あ
ら
」

が
な
い

が
文
意
は
同
じ
で
、
解

釈
上
に
は
な
ん
ら
問
題
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
応
永
本

の
簡
略

化
と
も
見
ら
れ
る

が
、
他

二
本

の
敷
行
と
も
見

ら
れ
る
。

応
永
本
に

ぱ
、
こ
の
よ
う
に
簡
略
な
記
述

の
形

を
と
っ
て
い

る
所

が
八
十
四

箇
所
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
表
現

の
良
否

に

関

わ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
第
三
章
で

触
れ
る
。
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（
3

）
応
永
本

に
は
ウ
音
便

が
多

い
。

例
え

ば
、
四
二
頁
二
行
目
、

六
四
頁
一
〇
行
目
、

せ
ん
か
た
な
うく

よ
　
　

く

い
て

夜

ふ
か
う
出
・

よ
　
　

く
い
て

(寛)(応)(三)( 寛)(応)(三)

な
ど
で
あ
る
。
三
条
西

家
本

、
寛
元

本
共
に
、
「

く
」

に
限

ら

ず
、
「

し
」
　「

き
」
な
ど
の
活
用

し
て
い
る
形
の
も
の
も
合

わ

せ
て
比

べ
て
み
た
。
（
逆
に
応

永
本

が
ウ
音
便
で
な
い
箇
所
を

比

較
す
る
場
合

も
、
土

れ
に
従

っ
た
。
）

ま
ず
、

三
条
西
家
本

が
　
7　　く
」

で
あ
る
の
に
、

応
永
本

は

「
う
」

と
な
る
箇
所

が
、
四

十
八
箇
所
あ
り
、
そ
の
逆
は
十
八
箇

（

注
8

）

所

で
あ
っ
た
。
次

に
、
寛
元
本

が
「
く
」
で

あ
る
の
に

、
応

永

本

は
「

う
」

と
な
る
箇
所

が
、
四

十
三
箇
所

あ
り
、
そ
の
逆
は
十

六
箇
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
三

条
西

家
本

が
「

く
」

で
あ
る
の

に
、

寛
元
本

は
「
う
」

と
な
る
箇
所

が
、
二

十
七
箇
所
あ
り
、
そ

の
逆
は
二

十
一

箇
所
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら

を
比
較
し
て
み
て
、
応
永
本

が
ウ
音
便

と
な

っ
て
い

る
箇
所
が
、
圧
倒
的
に
多
い
恚
い
う
こ
と
が
数
量
に
よ
り
は
っ

き
り
と
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
三
条
西
家
本
と
寛
元
本

の
違
い
は
、
そ
れ
ほ
ど
み
ら
れ
ず
、
数
量
的
に
み
て
も
応
永
本

と
の
比
較
の
よ
う
に
は
、
は
っ
き
り
と
特
徴
づ
け
石
こ
と
は
む

ず
か
し
い
。

（
4

）
応
永
本

に
特
徴
の

あ
る
敬
語

に
つ
い
て

次
に
、
応
永
本
に
の
み
多
ぐ
み
ら
れ
る
敬
語
の
用

法
に
つ

て
用

例
を
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
　
△
　
　
　
　
　

～

い

④
「
　

せ
　
（

さ
せ
）

お
ぱ
し
ま
す
」

と
「
　

せ
　

（
さ

（

注
1
0

）

せ

）

給

ふ

」

三
条
西

家
本

、
寛
元

本

が
「

（
せ
）
　（
さ
せ
）
給
ふ
」

で
あ

る
と
こ

ろ

が
、
応
永
本
で
は
、
「

（
せ
）
　（
さ
せ
）
お
は
し
ま

す
」

と
な
る
箇
所

が
多

く
あ
る
。

例
え
ば
、
二
五
頁
五
、
七
、
八
行
目

に
は
、
こ
の
用

例

が
連

続
し
て
出
て
く
る
。

い

て
　
　
　
　
給

●
　
●
　
●
　
●

出

・

さ

せ

お

は

し

ま

す

給

半

・

・

・

給
　

・

・

・

ん

つ

か

は

せ

お

は

し

ま

さ

む

・

給
　

・

・

・

ん

(寛)(応)(三ド 寛)(応)(三)

（

八

行

目

も
同

じ
）
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こ

の
よ
う
に
、
三

条
西

家
本

が
「

（
せ
）
　（

さ
せ
）
給
ふ
」

で
あ
る
と
こ

ろ
が
、
応
永
本

で
は
「

（
せ
）
　（
さ
せ
）
お
は
し

ま
す
」

と
な
る
箇
所

は
九
箇
所

あ
り
、
そ
の
逆
は
、

わ
ず
か
一

箇
所

で
あ
る
。

次

に
、
寛
元
本

が
「
（
せ
）
　（

さ
せ
）
給
ふ
」
で

あ
る
と
こ

ろ
、
応
永
本
は
「

（
せ
）
　（
さ
せ
）

お
は
し
ま
す
」

と
な

っ
て

い
る
箇
所
は
八
箇
所

あ
り
、
そ
の
逆
は
三
条
西
家
本

と
同
様
、

わ
ず
か
に
一
箇
所
あ
る
の
み
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
箇
所

は
、
一
〇
頁
五
行
目
に
あ
る
。、

ｙ
　
　

お

は

し

ま

し

て

と

は

せ

給

ふ

●
　
●
　●
　
●

お

は

し

ま

し

て

(寛 バ応)(三)

で
、
三

条
西

家
本

、
寛
元
本

と
も
に
同
じ

箇
所

で
あ
る
。
ま
た
、

寞

河
本
と
応
永
本
と
の
比
較
に
み
た
八
箇
所
は
、
全
て
三
条
西

家
本

と
応
永
本
と
の
比
較
に
み
た
九
箇
所
の
中
に
入
り
、
残
り

の
一
箇
所
は
三
六
頁
八
行
目
に
あ
る
、

返
ら
せ
給
・

お
は
し

ま
し

ぬ
る

で

あ

る
。

●
　

●

(寛)( 応)(三)

○
「

（
み
）

ま
い

ら
す
」

と
「

（
み
）

た
て
ま
つ

る
」

三

条
西
家
本
、

寛
元
本

が
「

（
み
）

た
て
ま
つ

る
」

で
あ
る

と
こ

ろ
が
、
応
永
本
で
は
～

（
み
）

ま
い
ら
す
」

と
な
る
箇
所

が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
〇
頁
二
行
目

、

御
かゆ
ぱ
　
　

も
　

た
て
ま
つ
ら

わ
り
に
・
み
ま
い
ら
せ
・
ん

か
　
　

も
見
た
て
ま
つ
ら

(寛)(応)(三)

な
ど
で
あ
る
。

ま
ず
、
三
条
西

家
本

が
「

（
み
）
た
て
ま
つ
る
」
で
あ
る
と

こ
ろ
、
応
永
本

は
「

（
み
）

ま
い
ら
す
」

と
な
る
箇
所

が
四
箇

所
あ
り
、
そ
の
逆
ぱ
、
一
三
頁
五
行
目

に
、

わ
ず
か
に
一
箇
所

あ
る
。

次

に
、
寛
元
本

が
「
（
み
）

た
て
ま
つ

る
」

で
あ
る
と
こ

ろ
、

応

永
本

が
「
（
み
）
ま
い
ら
す
」

と
な
る
箇
所

が
四
箇
所

あ
り
、

こ

れ
は
、
三

条
西
家
本

の
四

箇
所
と
全
て
共

通
す
る
も
の
で
、

寞

冗
本

と
の
逆
の
用
例

は
な
か
っ
た
。

⑩
「
申
す
」
と
「
き
こ
ゆ
」

三
条
西
家
本
、
寛
元
本
が
「
き
こ
ゆ
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
応

永
本
は
「
申
す
」
と
な
る
箇
所
が
あ
る
。

例
え
ば
、
二
六
頁
八
行
目
、
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ぎ

こ

え
　

へ

は

申

・
　
一
　給

●
　●

聞
　

え

な

ど

で

あ

る

。

へ

は

(寛)(応)(三):

三

条
西
家
本

、
寛
元
本

が
「

き
こ

ゆ
」
で

あ
る

と
こ

ろ
、
応
永
本

は
「

申
す
」

と
な
る
箇
所

は
、
五

箇
所

ず
つ

あ
る
。
「

申
す
」
　「

き
こ
ゆ
」
ど

ち
ら
も
、
謙
譲

の
意

を
表
わ

す
「

言
ふ
」
の
敬
語
で
あ
り
「

申
す
」
に
し
て
も
「

き
こ
ゆ
」

に
し
て
も
、
文
意

が
変
わ
る
と
い
う
こ
と

ぱ
な
い

が
、
応

永
本

の
み
に
み

ら
れ
る
、
特

徴
の
あ
る
箇
所
と
い
え

る
。

④
「
あ
り
」
と
「
き
こ
ゆ
」

三
条
西
家
本
、
寛
元
本
が
「
き
こ
ゆ
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
応

永
本
は
「
あ
り
」
と
な
る
箇
所
が
、
二
箇
所
あ
る
。
例
を
挙
げ

る
と
、
一
〇
〇
頁
八
行
目
、
一
〇
二
頁
九
行
目
、

き
こ
え

さ
す

と
あ
・
・
・
・
れ

ぱ

聞
　
　
　

ゆ

き
こ
え
給
へ

と
あ
れ
・
・
・
は

聞
・
免
給
へ

の

二

箇

所

で

あ

る

。

(寛)(応)(三)( 寛)(応)(三)

三
4
　　
西

家

本

、

寛
元

本
0
　
「

き

こ
9
　
」
　「

ぎ
こ

え

さ
す

」

は

と

も

に

謙

譲

の
意

を

表

わ

す
「

言

ふ
」

の
敬

語

で

あ

る
。

そ

れ

で

は
「

あ

り
」

は

ど

の

よ
う

な

意

味

に

取

れ

ば

よ

い

だ

ろ
う

す

る

。

①

《
助

詞

卜
を

受

け

て

引

用

の

意

を

表

わ

す

》

…

…

と

言

う

。」

と

あ
り

、
。。
敬
語

で

ぱ

な

い

が

、

文
意

は

ほ

ぼ
同
1

　
2
　
と

な

る

。

ま

た

、

こ

れ

に

よ

く

似

た

用

例

で

次

の

よ

う

な

も

の

も

あ

る

。

⑥
「

の
た
ま
ふ
」

と
「

あ
り
」

ま

ず
、
三
条
西
家
本

が
「

あ
り
」

で
あ
る
と
こ

ろ
、
応
永
本

は
「

の
た
ま
ふ
」

と
な
る
箇
所

が
四
箇
所
、
そ

の
逆
は

、
二
箇

所
で
あ
っ
た
。
次
に
、
寛
元

本

が
「

あ
り
」

で
あ
る
と
こ

ろ
、

応

永
本

は
「

の
た
ま
ふ
」

と
な
る
箇
所

が
、
わ
ず
か
に
一
箇
所

あ
り
、
そ
の
逆
は
二
箇
所
あ
っ
た
。
ま
た
、
三

条
西

家
本

が
、

「

あ
り
」

で
あ
る
と
こ

ろ
、
寛
元
本

は
「

の
た
ま
ふ
」

と
な
る

箇
所

が
三

箇
所
で
あ
っ
た
。

以

上
、
④

、
⑥
に
お
い
て
は
、
「

言
ふ
」

に
つ
い
て
の
敬
語

「

き
こ

ゆ
」

と
「

の
た
ま
ふ
」

の
代
行

を
「

と
あ
り
」
で
済

ま

せ

て
い
る
箇
所

が
多

く
、
応
永
本

の
特
徴

と
い
え

る
。
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（
5

）
　「

い

か
y

」

と

「

い

か

に
」
　「

い

か

て

」
　「

な

に

か
」

応
永
本
に

ぱ
、
「

い
か

ゝ
」

の
用
例

が
多

く
、
三

条
西
家
本
、

寫

几
本

が
「

い
か
に
」
　「

い
か
て
」
　「
な
に
か
」
と
あ
る
と
こ

ろ
に
ま
で
、
「

い
か

ゝ
」

が
置
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
三
〇

頁
九
行
目

、
七
七
頁

三
行
目

、

て

つ
ね
に
は
い
か
Iて

な
に
か

如
何

ゝ
こ
か
れ
ん

な
に
　
　
　
　

む

(寛)(応)(三∩ 寛)(応)(三)

な
ど
が
あ
る
。
ま
ず
、
三

条
西

家
本

が
「

い
か
に
」
「
い

か
て
」

て
な
に
か
卜

で
あ
る
と

こ
ろ
、
応

永
本

は
「

い
か

ゝ
」

と
な
る

箇
所

が
六
箇
所
亀
叫
、
そ
の
逆
は
一
箇
所
あ
る
。
次
に
、
寛
元

本

が
「

い
か
に
」
　「

い
か
て
」
　「
な
に
か
」
の
と
こ
ろ
、
応
永

本
は
「

い
か

ゝ
」
と
あ
る
箇
所

が
同
じ
く
六
箇
所
で
、
そ
の
逆

も
一
箇
所
あ

っ
た
。
ま
た
、
三
条
西
家
本

が
「

い
か
に
」
　「

い

か
て
」
　「
な
に
か
」
の
と
こ
ろ
、
寛
元

本
は
「

い
か

ゝ
」
と
な

る
箇
所
禄
、
二
箔
所
あ
り
、
そ
の
逆
も
二
箔
所
で
あ

っ
尭
。

（

注
1
3

）

こ

の
よ
う
な
数

値
と
し
て
表

れ
た
、
応
永
本
の
「

い

か
ゝ
」

に
つ
い

て
は
、
誤
写

と
は
い
い
難
く
、
無
頓
着

と
し
え
る
ほ
ど

「

い

か

ゝ
」

を
連
続
し
て
当
て
て

お
り
、
三
条
酉
家
本
、
寛
元

本

の
「

い
か

に
」
　「
い

か
て
」
　「
な

に
か
」
な
ど
を
無

視
す

る

が
如
く
、
「

い
か

ゝ
」

に
固

執
す
る
よ
う
な
、
書
写
者
の
意
識

が
窺
わ
れ
る
。

（
6

）
　「

さ
ま
」

と
「

や
う
」

三
条
西
家
本
、
寛
元
本
が
「
さ
ま
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
応
永

本
ぱ
「
や
う
」
と
な
る
箇
所
が
多
く
あ
る
。

例
え
ば
、
七
一
頁
三
行
目
、

さ
ま

や
う
に
も
あ
ら
は

さ
ま

(寛)(応)(三)

で
、
ま
ず
、
三
条
西
家
本

が
「

さ
ま
」
で
あ
る

と
こ
ろ
、
応
永

本

が
「

や
う
」

と
な
る
箇
所
は
五
箇
所

あ
り
、
そ
の
逆
は
わ

ず

か

に
I
箇
所
だ

げ
で

あ
っ
た
。
次

に
寛
元
本

が
「

さ
ま
」
で

あ

る

と
こ
ろ
、
応
永
本
は
「

や
う
」

と
な
る
箇
所

が
、
四

箇
所

あ

り

、
そ
の
逆

の
用
例
は
な
か
っ
た

。
逆
の
用

例
の
少
な
い
こ
と
、

ま

た
、
数
量
的

に
み
て
も
、
こ
れ

禄
応
永
本

に
お
廿
る
特
徴

恚

い
洸
よ
う
。
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（
7

）
日
付

に
つ
い
て

三
条
西
家
本

、
寛
元
本

が
、
漠
然

と
し
た
日
付
で
あ
る
の
に
、

応
永
本
で
は
、
は

っ
き
り

と
し
て
い
る
日
付
の
箇
所
、
ま
た
、

そ

の
逆
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
頁
一
行
目
、

A

一

一

あ
り

三
日
有
・
て

あ
り

(寛)(応)(三)

で
、
ま
ず
、
三
条
西

家
本

が
漠
然
と
し
た
日

付
で
あ
る
と
こ

ろ
、

応
永
本
は
、
は

っ
き
り

と
し
た
日
付

と
な
る
箇
所

が
二
箇
所
、

そ
の
逆
は
、
ま
た
同

様
二
箇
所
で
あ
っ
た
。
た
。だ
し
、
三
条
西

家
本
の
方
で
、
二
〇
頁
五
行
目

に
あ
る
「

二
三
日
」
に
つ
い
て

ぱ
、

コ

ロ

が
見
せ
消
ち
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
加
え

な
か
っ
た
。
次

に
、
寛
元

本

が
漠
然

と
し
た
日
付
で
あ
る
と
こ

ろ
、
応
永
本
は
は
っ
き
り
と
し
た
日
付
に
な
っ
て
い
る
箇
所

が

三
箇
所
あ
り
、
そ
の
逆
は
二
箇
所
あ
っ
た
。
こ
の
三
箇
所
は
、

先
ほ
ど
の
三
条
西

家
本
の
見
せ
消
ち
に
な
っ
て
い
る
箇
所

が
、

寞

河
本
で
は
「

二
三
日
」

と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
三

条
西

家
本

と
寛
元
本

と
は
、
そ
の
箇
所
を
除
け
ば
、
日
付
に
関
し
て
は
一

致
す
る
。
ま
た
、
応
永
本
よ
り
、
他
二
本
の
方

が
い
く
ら
か
日

付
を
明
確
に
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
が
、
こ

れ
も

加
え
な
か
っ
た
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
な
点
が
、
応
永
本
に
の
み
認
め
ら
れ

る
か
、
あ
る
い
は
特
に
多
く
み
ら
れ
る
、
特
徴
あ
る
箇
所
で
あ

る
。

ニ
　

倒
置
に
つ
い
て

応
永
本

に
は
、
三
条
西
家
本
・
寛
元
本

と
語

句
の
位
置

部
入

れ
替

わ
っ
て
い
る
箇
所

が
あ
る
。
例
え
ば
、
九
頁
四
行
目

、

人

・

も
　

ｙ

ひ
と
は
こ
と
に
・
・
め
・

と
と
め
ぬ
を

●
　

●
　

●

人
は

(寛)(応)(三)

な
ど
の
よ
う
に
、
一
本
ま
た
ぱ
二
本
と
倒
置
関
係
に
あ
る
異
同

が
み
ら
れ
る
。

吉
田
幸
一
氏
は
、
『
和
泉
式
部
研
究
一
』
の
中
で
、
「
三
系

統
本
の
相
互
倒
置
関
係
に
あ
る
語
句
の
処
置
」
と
し
て
、
用
例

数
二
十
四
に
及
ぶ
、
三
系
統
本
間
に
お
け
る
倒
置
関
係
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
　
　
　
j

田
〔
三
条
西
本
〕
と
〔
寞
冗
本
・
応
永
本
〕
と
が
倒
置
関
係

に
あ
る
も
の
1
1
（
計
十
二
ヶ
所
）

②
〔
寛
元
本
〕
と
〔
三
条
西
本
・
応
永
本
〕
と
が
倒
置
関
係
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に

あ

る

も

の

③
〔
応
永
本
〕

と

に

あ

る

も

の

ど●
　

●
　

●

（
計

四

ヶ

所

）

〔
三
条
西
本
・
寛
元

本
〕

と
が
倒
置
関
係

（
計

五

ヶ

所

）

（
計

三

ヶ

所

）

(寛)(応)(三)
（

二
〇

・
2

）

猶

く

る

し
う

②
独
く
る
し
う
て
な
を
い
と
あ
や
う
し
・
こ
そ

●
　

●
　

●
　

●
　

●

③
日
の

の

か
け

雨

雪　 の

●
　●
く

ち

お
　

く

く

心
ほ
そ
う

⑦
雪
も
ふ
り
雨
・
も
ふ
る
め
る

雨
　
　
　

ゆ
き
と
　
　

な

●
　

●

あ
り

⑨
ひ
る
つ
か
た
あ
る
御
ふ
み

を
・

右

五
例
を
加
え

て
、
計
二

十
九
例

を

て
は
め
る
と
、

田

に
当

た
る
も
の

③

に
当
た
る
も
の

④
に
当
た
る
も
の

と
な
る
。

(寛)(応)(三)( 寛)(応)(三)( 寛)(応)(三)

(寛)(応)(ヨ
（
八

二

・
1
0
）

（

八

七

・
1

）

（

九

一

・
7

）

（

九
五

・
7

）

、
吉
田
氏

の
分
類

に
あ

○

④
⑤
③
⑨
⑨
⑨
⑨
⑤
②
⑥

④
⑥
⑦

十
四
例

⑥
⑧
③
⑦
③
⑦

⑩
①
⑨
④
②
⑨

三
例
六
例
六
例

㈲
そ
の
ほ
か
の
場
合

そ
し
て
、
ま
た
、

語
句
の
順

序
の
倒
置
、
倒
置

さ
れ
た
語

句
の
間

に
他

の
語

句

が
介
在

さ
れ
た
も
の
、

さ
ら
に
複

雑
化

し
て
ゐ
る
も
の
な
ど

を
見
る
こ

と
が
で
き

る
が
、
1

略

―

文
章
そ

の
も
の
に

お
い
て

は
、
特
別

な
語
句
の
増
減

が
な
い
限
り
は
、
大
体

に

お
い
て
大
差
な
い
の
で
あ
る

と
述
べ
て
お
ら
れ
、
用
例
の
ほ

と
ん
ど

が
こ
の
こ
と
に
当
て

ぱ

ま
る
と
い
え

よ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で

、
吉
田
氏
の
用

例
数
二
十
四

に
注
目

し

た
い
。
吉
由

氏

が
比

較
さ
れ
た
応

永
本

は
、
一

般
的

に
比
較
に
多
く
使
わ
れ
る
京
大
本

で
あ
り
、
本
稿

で
用

い
た
書

陵
部

蔵
本

と
は
、
同
じ
系

統
の
本

で
ぱ
あ
る
が
、
多
少

の
異
同

が
あ
る
ゆ
え

に
生

じ
た
こ

と
か
も
し
れ
な
い
が
、
倒
置
関
係

に

あ
る
語

句
を
拾
い
上
げ

た
と
こ
ろ
、
そ
の
用
例
数
は
二

十
九
で

あ
っ
た
。
吉
田
氏

の
挙

げ
て
お
ら
れ

る
イ
～

ウ
の
続
き
の
符
号

を
与
え

て
、
他

の
五

箇
所

を
示
す
。

⑥
如
何
に
ま
し
て
・
・
・
お
ぼ
っ

か
な

が
ら
ん

い

か

に

②
に
当
た
る
も
の
I

④
⑨
⑨

吉
田

氏
は
こ
の
よ
う
な
倒

置
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
次

の
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よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

以
上

の
や
う

な
倒
置
関
係

に
つ
い
て
考

へ
て
み

る
と
、
二
系

統
本
の
一
致
は
「

系
統
本

の
そ
の
異
文

よ
り

も
原
型

に
近

い

と
い
ふ
見
地
に
立
て
ば
、
倒

の
三
条
西
本
十
二
ヶ
所

は
、
△

寞

元
本
・
応
永
本
▽

の
共
通
本
文
（
原
型
）
を
、
倒
置
し

た

も
の

と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
添
削
意
識
を
も
っ
て
改
変
し
た

割
合

が
、
三
系
統
本

中
で
最
も
多
い

と
い
ふ
こ

と
に
な
る
。

し
か
し
同
様
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
寛
元
本
や
応
永
本
と
て

も
恣
意
的

改
変

が
全
く
な
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
と
は
い
へ
な

い
。
②
と
圓
は
そ
の
割
合
を
示

し
て
ゐ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ

だ
け
を
も
っ
て
、
す
べ
て

を
律
す

る
わ
け
に
は
い

か
な
い

が
、

転
写
中

に
語

句
を
倒
置

す
る
と
い
ふ
こ

と
は
、

書
写
者

の
不

注

意
に
よ
る
誤
写

に
原
因

す
る
と
見
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
、

意
識

的
改
変
と
い
ふ
恣
意
的

操
作

の
結
果
と
見
ら
れ
る
場
合

も
あ
る
、
と
い
ふ
こ

と
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
判

然
と
区
別

で

ざ
る
根
拠
を
見
出

す
こ

と
は
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い
。
」

お
お
む
ね
氏

の
御

論
に
従
う
他
な
い
の
で
あ
る

が
、
中

に
は

諸
本
関
係
を
究
明

す
る
干

が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
も
あ

る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら

、
⑦
の
例
を
採
り
上
げ
、
応
永
本
の
特

質
を
考
察
す
る
一
助
と
し
た
い
。
用

例
を
下

段
に
再

掲
す
る
。

こ
の
例
で
は
、
「

雨
」
と
「

雪
」
と

が
、
応
永
本
と
三
条
西

家
本
・
寞

几
本
で
倒
置
関
係
に
あ
る
。
単

な
る
誤
写

に
よ
る
も

雨
　
　
　

雪

雪
も

ふ
り
雨
・
も
ふ
る
め
る

雨
　
　
　

ゆ
き
と
　
　

な

(寛)(応)(ヨ

（

九

一
・
7

）

の
で
あ
る
と
は
言

い
難
い
。
な
ぜ
な
ら
、
京
大
本

も
書
陵
部
本

と
同
じ
「
雪
」
　「

雨
」

の
順
序

に
な
っ
て
い

る
か
ら
で

あ
る
。

ま
た
、
「

ふ

る
め
る
」

に
つ
い
て

も
、
寛
元
本

で
は
「

ふ

る
な

る
」

と
な
っ
て
お
り
、
三

条
西
家
本

と
寛
元
本

と
で
も
解
釈

が

異

な
る
こ

と
に
な
る
。
関
係

を
記
号
化
し

て
表
す

と
次

の
よ
う

に
な
る
。

三
条
西
家
本

応
永
本

宮

几
本

「

雨

」

十
「

雪

」

（
京

大
本

同

）

「
雪
」
十
「
雨
」

「
雨
」
↓

「
ゆ
き
」

三
条
西
家
本

に
お
い
て
は
、
応
永
本

と
語
句
の
倒
置

と
い
う

こ

と
で
済

ま
さ
れ
よ
う

が
、
寛
元

本
に
お
い
て
は
、
「

そ
れ
ま

で
降

っ
て
い
た
雨

が
雪

と
変
わ
り
降
り
始
め
た
」

と
い
う
こ

と

で
、
解
釈
の
上
か
ら
み
て
も
、
寛
元
本

に
お
い
て

ぱ
、
明

ら
か

に
差
異

が
認

め
ら
れ
る

。応
永
本

の
他

の
諸
伝
本

に
お
い

て
は
、

こ
こ

ぱ
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
調

べ
て
み

る
と
、
吉

田

幸
一
氏
蔵
の
板
本

が
「

霜
」
「

雨
」
と
な
っ
て
い
る
の
を
除
げ

ば
、
全
て
桂
宮
本

と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
「

ふ
る
め
る
」
に
つ

い
て
は
、
板
本

が
「

ふ
り

ぬ
る
」

と
な
る
他
、
扶
桑
拾
葉
集
本
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系
三
冊

が
「
降

ぬ
る
」
と
あ
り
、
応
永
本
系
統
は
「

ふ
る
め
る
」

と
な

っ
て
い
る
。

吉
田
本

の
「

霜
」

に
つ
い
て
は
、
下

旬
に
「

朝
霜
と
の
み
お

き
ゐ
て
ぱ
み

る
」
と
あ
る
点
か
ら
、
誤
写

に
よ
る
と
み
る
。
「

ふ

り

ぬ
る
」
「

降

ぬ
る
」

に
関
し

て
は
、

コ

」
の
比

を
」

と
あ
る

こ

と
か
ら
も
文
意
は
つ
な

が
り
、
誤
写
、

あ
る
い
は
恣
意
的
改

変
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
な
る
と
、
や
ぱ
り
「

雪
」

と
「

雨
」

に
よ
る
異
同

と
い
う
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ

れ
で
は
、

ど
の
本

部
原
本

に
よ
り
近

い
と
い
え

る
の
で

あ

ろ
う

か
。
八
九
頁

八
行
目

に
は
、
次

の
よ
う

に
あ
る
。

雪
　

い
た
く
　
　

日［
・
一
・

十
一
月
つ
い
た
ち
こ
ろ
霜
の
う
ち
・
ふ
る
つ
と
め
て

雪
・

世
よ
　
　
　
　
　
　
　
　

雪

神
よ
ゝ
り

ふ
り

ぱ
て
に
け
る
霜
な
れ

代

よ
　
　
　
　
　
　
　
　

雪

(寛)(応)(三)

(寛)(応)(三)

（
八

九

・

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
　

か
へ

と
け
ふ
は
こ

と
に
も
め
つ
ら
し
き
哉
・
御
返
・
し

か
な
　

か
へ

(寛)(応)(三)

（
八

九

・

8

、
9
）

10

W

（

九
〇

・

1

）

雪

は
つ
霜
と
い
つ
れ
の
冬
も
み
る
ま
ゝ
に

初
・
雪

(寛)(応)(三)

（

九
〇

・
2

）

こ
の
箇
所
に
よ
れ
ば
、
三

条
西

家
本

、
寛
元
本

に
お
い

て
は
、

「
十
一
月

つ
い

た
ち
こ

ろ
」

の
雪

の
日

の
贈

答
歌

か
ら
、
こ

の

日
「

ぱ
つ
雪
」
た

っ
た
こ

と
が
知

ら
れ
る
。

八
九
頁
九
行
目
の

応
永
本
の
「

霜
」
は
、
京
大
本
で
は
「

雪
」

と
あ
り
、
三
条
西

家
本

、
寛
元
本

と
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
八
九
頁
一
〇
行
目

の

「

霜
」

も
、
京
大
本

で
ぱ
「
雪
」

と
あ
り
、
三
条
西
家
本
、

寛

元
本

と
に
一
致
し
、
応
永
本

に
の
み
異
同

が
み
ら

れ
る
。

と
す

る

と
、
「

霜
」

は
「
雪
」

の
誤
写

で
あ
る
の
か
。
下

に
「

ふ
る
」

と
あ
る

が
、
「
霜
」

で
あ
れ
ば
「
置

く
」

と
し
た
い
と
こ

ろ
で

あ
る

。
こ

の
こ

と
も
合

わ
せ

て
み

る
と
、
応
永
本

の
「

霜
」

は

「

雪
」
の
誤
写

と
い
う
こ

と
が
考
え

ら
れ
よ
う
。

ま

た
、
応
永
本

と
寛
元
本

と
が
「

う

ち
ふ
る

フ
と
め
て
」

と

あ
る

と
こ
ろ
、
三
条
西
家
本
で
は
「

い
た
く
ふ
る
日
」
三
と
な

っ

て
い
る
。
全
く
の
逆
な
文
意

と
い
え
よ
う

。「

少
し
～

に
対
し
、

「
大
そ
う
」

と
で
は
、
文
意

に
つ
い
て
も
異
同

が
認
め
ら
れ
る
。

そ
こ

で
、

ど
ち
ら
の
本

を
取

る
か
で

あ
る
が
、
「

は
つ
雪
」

で

あ

っ
て
も
、
ひ
ど
く
降
ら
な
い

と
は
限
ら
な
い
け
ず

で

あ
る
。

し
か
し
、
『
日
本
紀
略
』
に
も
『
扶
桑
略
記
』
に
も
、
こ
の
頃
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「
大
雪
」

と
い
う
文
字
は
見
当

た
ら
な
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、

こ
の
日

が
「

信
つ
雪
」
で
あ

っ
た

と
い
う
こ

と
は
確
か
で
あ
ろ

以

ノ

次
に
、
九
一
頁
二
行
目
の
「

つ
ね
よ
り
も
霜
の
い

と
し
ろ
き

に
」
の
記
事
か
ら
、
同
頁
九
行
目
ま
で
の
記
事
を
、
十
二
月
八

日
頃
と
推
定
す
る
、
と
す
る
と
、
九
四
頁
一

行
目

の
「

あ
け
ぬ

れ
ば
お
ぱ
し
ま
し
ぬ
」

は
、

十
二
月
九
日
頃
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
1
　　
の
開

に
あ
る
、
九
二
頁
七
行
目

に
は
、
「
み

そ
れ
た
ち
た
る
雨
」

と
あ
り
、
雪

が
と
げ
始
め
、
み
ぞ
れ
め
い

た
雨

に
な
っ
た
と
い
う
箇
所
か
お
る
。

そ
し
て
、
何

よ
り

も
決
定
的

な
も
の
と
し

て
、

九
一
頁
五
行

目

に
、
「
そ

の
比
雨

な
と
の
は
げ
し
け
れ
ぱ
」

と
い
う

箇
所

が

問
題

の
七
行
目

の
前

に
あ
る
。

つ

ま
り
、
「

雨
な
と
の
は
け
し
け
れ
」

と
あ
る
日
、
「
雨

も

ふ
り

ゆ
き

と
ふ
る
な
る
此
こ

ろ
を
朝
霜

と
の
み

お
き
ゐ
て
ぱ
み

る
」

と
歌

を
詠
み
、
「

み
そ
れ

た
ち
た
る
雨

の

ゞ
と
や
か
に
ふ

る
」
で

ぱ
、
一
夜

の
う
ち
の
変
化

が
強
す

ぎ
る
と
い
え

よ
う
。

ま

ず
、
寛
元
本

は
除
く
こ

と
に
し
、
そ

れ
で
は
、
三
条
西
家
本

か
、

あ
る
い
は
応
永
本

か
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

「

ぱ
つ
雪
」

が
降

っ
た
の
は
、
「

十
一
月
つ
い
た
ち
こ

ろ
」

で
あ
っ
た
。
九
一
頁
七
行
目

を
、

十
二

月
八
日
頃

の
記
事

と
推

定
す

る
と
、
そ

の
間

に
「
雪
」

の
降

っ
た
と
い
う
記

事
は
書
か

れ
て
い
な
い
。
そ

れ
で

は
、
一
ヶ
月
も
前

に
降
っ
た
雪
（
あ
る

い
は
、
記
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
雪
の
降

っ
た
日

が
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い

が
）
の
こ
と
を
指
し
て
、
「

ゆ
き
も
ふ
り
」

と

い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

や
は
力

不

自
然
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
三

条
西

家
本

の
文
章

が
一

番
的
確
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
つ
ま
り
、「

雨

は
け
し
け

れ
ぱ
」

と
い
う
記
事

が
あ
り
、

そ

の
後
に
「
み

そ
れ
た
ち
た
る
雨

の

ゝ
と
や
か
に
ふ
る
」

と
あ

る
こ

と
か
ら
、
そ

の
夜

は
「
雨
」
で

あ
り
、

時
に
は
「
雪
」

に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
故

に
。

雨

も
ふ
り
雪

も
ふ
る
め
る
こ

の
こ

ろ
を
あ
さ
し
も
と
の
み

を
き
ゐ
て
ぱ
見

る

が
、
一
番
自

然
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

三
　
応
永
本
善
本
説

一
般
的
に
、
『
和
泉
式
部
日
記
』
は
、
現
存
最
古
の
写
本
で

あ
る
三
条
西
家
本
が
、
研
究
書
、
注
釈
書
な
ど
に
善
本
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
全
て
が
よ
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
こ
の
章
で
は
、
本
稿
で
主
底
本
と
し
た
応
永
本
の
方

が
よ
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
、
二
、
三
挙
げ
て
検
討
し
て
み
た

X
　
O

V

ま
ず
、
二
三
頁

五
行
目

の
欄
外
付

加
部
分
の
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う
さ
の
み
　
　
　
　

に

ふ
れ
は
よ
の

い
と
ゝ
憂

き
み
の
し
ら
る
ゝ
を

う
　

身

(寛)(応)(三)

三

条
西
家
本

で
は
「
う

さ
の
み
」

と
あ
り
、
広
く

世
め
中
一

般
に
目

が

向
け
ら
れ
て
お
り
、

応
永
本
、

寛
元
本
で
は

「

憂

（
う
）

含
み
（
身
）
の
」

と
自
分

の
こ

と
だ
け

に
焦
点
を
当
て

て
い
る
。
そ
こ
で
、
す
ぐ
前
の
「

し

の
ふ
ら
ん
」
の
歌
に
注
目

し
た
い
。
「

身
を
知
る
雨
」
と
は
、

コ

」
の
時
代
、
恋
仲
で
相

手
か
ら
愛
さ
れ
な
い
悲
し
み

の
涙

や
、
そ
う
し
た
涙
を
想
わ
せ

る
雨
を
言
う
の
に
用

い
ら
れ
る
。
」
句
で

あ
る
の
で
、
「

ふ
れ
は

よ
の
」

の
歌

は
、
三
条
西
家
本

の
よ
う

に
、
世

の
中

の
こ

と
ま

で
広
く
見
て
い
ら
れ

ず
、
自
分

と
宮

さ
ま
の
こ

と
だ
け

に
関
し

て
い

る
「

憂

含
み
の
」
の
応
永
本
（
寛
元

本
）
を
善
し

と
し
た

ぺ
O

V

次

に

、

二

九

頁

七

行
目

の

I

あ
さ
露
・
の
　
　
　
　
　

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　

三ぐI

朝
・
こ

と
に
お
く
る
思
・
・
に
く
ら
ふ
れ
は
　
　

応ぐI

露
・
の
　
　
　

お
も
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　

寛ぐ

を
考

え

て
み

る

こ

と

に
す

る

。
こ

の

歌

は

、
こ

の

前

に

あ

る
「

よ

ひ

こ

と
に

か

へ
し

は

す

れ

と

い

か

て
猶

暁

を

き

ぱ
君

に
せ

さ
せ

し
　

く

る

し

か
り

け

り

」

を
受

け

て

お
り

、「
暁

を

き

は

君

に
せ

さ
せ
し
　

く
る
し
か
り
け
り
」

と
あ
る
部
分
は
、
二

見
す
る
と

「

私
と
同

じ
よ
う
に
宮
に
苦
し
い
思

い
を
さ
せ
た
く
な
い
故

、

も
う
通

っ
て
き
て
欲
し
く
な
い
」

と
拒

ん
で
い

る
歌

の
よ
う

で

あ
る
が
、
こ
こ

は
式
部

の
気
持

ち
を
掘
り
下

げ
て
考
え
る
と
、

本
心
か
ら
で
は
な
く
、
当

時
の
女
性
の
恋
愛
に
お
け
る
テ
ク
ニ

ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
で
、
宮
の
気

持
ち
を
探

ろ
う
と
し
て
詠

ん

だ
も
の
で
あ
る
と
思

う
。
そ
し

て
、
そ

の
こ

と
に
対
し

て
「
朝

こ

と
に
（

あ
さ
露

の
）」

の
贈
答
歌

が
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
、
こ

の
歌
一
首
だ
け
で
あ
れ
ば
、
三
条
西
家
本
、
寛
元

本
の
「

あ
さ
（
朝
）
露

の
」
の
方

が
秋

の
風
情
を
詠
ん
で
優
れ

た
歌
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
贈
答
歌
と
し
て
み

た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「

よ
ひ

こ
と
に
」

と
あ
り
「

あ

さ
こ
と
に
」

と
返
し
て
い
る
応
永
本

の
方

が
善
い
と
思
う
。

次

は
、
第
二

章
（
2

）
で
採
り
上

げ
た
簡
略

な
記
述

と
な

っ
て

い
る
箇
所
の
良
否

を
検

討
す
る
。
簡
略
な
記
述

ゆ
え

に
意
味

の

解
し

に
く

く
な
っ
て
い
る

箇
所

も
多
く

あ
る
が
、
（
三

八
・
1
0）

き
み
た
り

日
比
・

は
あ
や
し
う
・

’
・
心
・

ち
の
な
や
ま
し

さ
に

ひ
こ
ろ
　
　
　
　

き
み
た
り
こ
X

(寛)(応)(三)

の
よ
う

に
、
「

馬
か
ら
落
ち
て
落
馬
す
る
」
的
表
現

か
ら
応
永

本
の
み

が
免
れ
て
い
る
場
所
も
ま
た
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
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せ

さ

は

れ
い
の
車

に
さ
う
そ
く
・
・
せ
よ
と
て
お
は
し
ま
す
女
・

例
・

ま
た

月

せ
さ

人

・

は

・
・
は
し
に
・
な
か
め
て
居
た
る
ほ
と
に
ひ
と
の

い
り
く
れ

ま
た
　
　
　

月

ゐ

は
す
た
れ
う
ち
お
ろ
し
て
い
た
れ
は

ゐ

人

・

(寛)(応)(三)

（
三

五

・
3

）

こ
こ

は
、
女
が
宮
に
「

月
を
み

て
あ
れ
た
る
や
と
に
な
か
む

と

ぱ
見
に
こ
ぬ
ま
て
も
た
れ
に
つ
け
よ
と
」

と
歌
を
贈

っ
た
の

で
、
宮

が
大
急
ぎ
で
女
の
家
を
訪
れ
た
時
の
女
の
様
子

の
描
写

で

あ
る
。
三
条
西

家
本
・
寛
元
本
で
は
「

女
は
ま
だ
端
に
月
眺

め
て

ゐ
た
る
」

と
あ
っ
て
、

ず
っ
と
月

を
眺

め
て
い
た
こ

と
に

な
っ
て

い
る
が
、
「
月

を
み

て
」

の
歌

を
詠
ん
だ
の
は
「

月
の

あ
か
き
夜
う
ち
ふ
し
て
う
ら
や
ま
し
く
も
な
と
な
か
め
ら
る
れ

は
」
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
「
な
が
め
」
は

”物
思
い
に
ふ
げ

る
”
方
に
重
点
が
あ
る
は
ず
で
、
応
永
本
の
「
女
ぱ
し
に
な
が

め
て
い
た
る
ほ
ど
に
」
と
い
う
描
写
の
方
が
マ
ッ
チ
す
る
の
で

あ
る
。
他
払
も
応
永
本
の
方
が
善
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
い
く
つ
か

あ
る
が
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
部
分

的
に
は
「
応
永
本
善
本
説
」
が
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
る
。

結
　
　
び

以
上

、
応
永
本

に
視
点
を
置
い
て
三
条
西

家
本

、
寛
元
本

と

の
比
較
考
察
を
試
み
た
。
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

1
、
応
永
本
に
は
「

入
れ
旬
」

が
他
二
本
に
比
べ
多
い
。

2
、
応
永
本
に
は
、
敬
語
の
使
用
に
関
し
て
独
自

な
傾
向
か
み

ら

れ
る
。

3
、
語

句
の
倒
置

に
関
し
て
は
、
三
条
西
家
本

に
独
自

の
も
の

が
多

い
が
、
応
永
本
独
自
の

も
の
に
注
目
す
べ
き
点
か
お
る
。

4
、
応

永
本

が
他

の
二
本

よ
り
表
現

の
優

れ
て
い
る
箇
所

が
か

な
り
見
ら
れ
る
。

三
系
統
相
互

に
み
ら
れ
る
異
同
は
、
書
写
者
（
読
者
）

に
よ

る
恣
意
的
改
変

に
よ

る
も
の
か
、

あ
る
い
は
単

な
る
誤
写

に
よ

る
も
の
か
は
、
な
お
も
明

確
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
少

く

と
も
三
条
西
家
本
を
最
善
本

と
決
定
す
る
の
は
早
計
で
、
応

永
本

に
も
注
目
す
べ
き
点

が
多
く
存
す
る
こ

と
だ

げ
ぱ
証

し
得

た
と
思
う
。
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△

注
▽

1

、
『
影
印
本
和
泉
式
部
物
語
』
　（
新
典
社
）

を
使
用
。
な
お
、
書

陵
部
本
は
応
永
本

系
の
中
で
は
最
も
善
本
で
あ

る
と
い
う
森
田
兼

吉
氏
の
御
研
究

が
あ
る
。
（
『
和
泉
式
部
日
記
論
孜
』
　（
笠
間
書

院
）
、
第
一
章
二
）

2

、
吉
田
幸
一
『
和

泉
式
部
全
集
本
文
篇

』（
古
典
文
庫
）
に
よ

る
。

3
、
2

に
同
じ
。
な

お
、
寛
元

本
を
主
底
本

と
す
る
校
本
が
同
書
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
応
永
本
の
特
質
を
よ
り
明
確
に

把
握
で
き
る
よ
う
に
、
あ
え
て
応
永
本
を
主
底
本
と
す
る
校
本
を

作
成
し
た
の
で

あ
る
。

4
、
1
2に
同

じ
。

5
、
1

の
頁

数
、
行
数

。
以
下

校
本
の
頁
行
は
こ
れ
に
従
う

。

6
、
伊
藤
博
『
和
泉
式
部
日
記
伝
本
孜
』
（
桜
楓
社
）
。
氏
に
よ

る
と

「

入
れ
旬
」
は
四
十
二
。

7
、
伊
藤
博
「

和
泉
式
部
日
記
応
永
本
に
つ
い
て
」
　（
『
国
語
国
文

学
論
集
』
山
形
大
学
教
授
永
山
勇
博
士
退
官
記
念
会
編
・
風
間
書

房
、
昭
4
9）

8
、
7

に
お
い
て
伊
藤
博
氏
は
、
三
十
六
箇
所
あ
り
、
そ
の
逆
は
十

二
箇
所
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

9
、
6

に
お
い
て
、
伊
藤
博
氏
は
二
十
三
箇
所
あ
り
、
そ
の
逆
は
十

六
箇
所
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

1
0、
伊

藤
博
氏
は
「

和
泉
式
部
日
記
寛
元
本
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
・

国
文
』
）
の
中
で

、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
る
。（
「

せ
（

さ

せ
）
お
ぱ
し
ま
す
」
に
つ
い
て
は
、
森
野
宗
明
氏

、
石
井
文
夫
氏

の
御
指
摘

が
有
益
で
あ

る
。
森
野
氏

は
、
落
窪
物
語
、
源
氏
物
語
、

枕
草
子
に
み

ら
れ
る
用
例

が
会
話
の
文
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か

陵
部
ら
、
十
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
十
一
世
紀
の
は
じ
め
に

か
け
て
、

「
『
お
は
し
ま
す
』
」
の
助
動
詞
的
用
法

が
派
生
し
た
ば
か
り
で
、

口
頭
語
と
し
て
の
み
用

い
ら
れ
、
書
記
語
と
し
て

は
、
会
話
部

を

写
す
場
合

に
お
さ
え
ら
れ
、
自
由
な
使
用

が
た
め
ら
わ
れ
て
い
た

不

安
定

な
、
揺
藍
期
に
あ
っ
た
こ

と
を
示

唆
す
る
も
の
」
と
説

い

て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
四
条
宮
下
野
集
に
み
ら
れ
る
用

例
の
検

討
か
ら
、
十
一
世
紀
の
中

ご
ろ
、
「

宮
廷

貴
族
社
会
の
、
す
く
な

く
と
も

一
部
で
は
、
『
お
は
し
ま
す
』
の
助
動
詞
的
用

法

が
、
書

記
語

と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
ま
で
に
熟
成
し
て

い
た
と
考
え

ら
れ

る
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
右
の
森
野
氏
の
お
説
を
進
展
さ
せ
て

、

石
井

氏
は
、
建
寿
御
前
日
記

か
ら
と
は
ず
が
た
り
ま
で
に
み

ら
れ

る
「

せ
（

さ
せ
）
お
は
し
ま
す
」
の
用
例

を
求
め
ら
れ
て
「

お
は

し
ま
す
」
の
助
動
詞
的
用
法

は
、
「

宮
廷
貴
族
社
会
の
日
常
語

と

し
て
は
、
書
き
こ
と
ば
と
し
て
、
会
話
の
文
・
心
話
の
文
・
地
の

文
を
と
わ
ず
、
一
般
的
に
用

い
ら
れ
る
段

階
に
、

二
二
世
紀
の
は

じ
め
ま
で
に
は
、
到
達

し
て

い
た
と
い
え

よ
う
」
と
説
い
て
お
ら

れ
る
。
以
上
の
森
野
、
石
井
両
氏
の
お
説

の
ご
と
く
、
「

せ
（

さ

せ
）
お
は
し
ま
す
」
は
特
徴
の
あ
る
語
で

あ
る
。
そ
れ

が
応
永
本

に
の
み
多
く
あ
ら
わ
れ
る
。）

T―
I、
7
に

お
い
て
、
伊

藤
氏
に
よ
れ
ば
八
箇
所

と
さ
れ
て
い
る
。

1213

、
7
に

お
い
て
、
伊
藤
氏
も
四
箇
所
と
さ
れ
て

い
る
。

、
7
に

お
い
て
、
伊
藤
氏
も

六
箇
所
と
さ
れ
て

い
る
。
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1
4、
7

に
お
い
て
、
伊
藤
氏
は
五
箇
所
と
さ
れ
て

い
る
。

1
5、
校
本
の
九
頁
二
行
目

に
あ

る
箇
所
。

十

よ

ひ

四

月

・
゛
●
　
●

十

よ

日

(寛)(応)(三)

1
6、

≒
和

泉
式
部
研
究
一
』
　（

古
典
文
庫
）
第
五
章
「

現
存
諸
本
の

共
通
祖

本
へ
の
復
原
と
1
　　
系
統
本
の
欠
文
の
処
理
六
」

1
7、
1
6に
同

じ
。

1
8、
1
6の
書
の
二
八
二
～

二
八
五
頁

。

1
9、
1
6に
同

じ
。

2
0、
2

に
よ
る
。

2
1、
1
6に
よ
る
。

2
2、
『
和
泉
式
部
日
記
上
』
小

松
登
美
（
講
談
社
学
術
文
庫
）
。


